
































































































































































































































































うことも、今キャンパスが 2 つある中で、1 つにはあって 1 つにはないとか、
という状況なんですけれども、ぜひ整備していきたいというふうに考えています。
　また、トゴス先生におっしゃっていただいた、留学生が日常的に相談ができる
相手の存在の必要性については、池田先生のお話の中にもありましたけれども、
留学生寮の中にレジデンスサポーターというものをちゃんと置いて、日常的なサ
ポートを行っていく、そういう計画で今準備を進めております。
　そこで、1つだけ教えていただきたいんですけれども、特にルッシー先生が先
ほどおっしゃいましたイスラム教の学生さんが寮生活をするときには、特に女子
の場合ですと、フロアを分ける必要はあるんでしょうか？日本の今の学生寮って
いうのは、男女共同で同じフロアにみんな自分の個室を持っている場合が多いで
すけれども、どうでしょうか。もしかすると同じフロアでも「女子が使うエリア」
というふうに区切りをすれば対応が可能なのか、それともそもそもフロアを分け
たほうがいいのか。その辺について少しアドバイスをいただければと思います。
○ルッシー　ありがとうございます。そうですね。できたら嬉しいですね。例え
ば、1フロアは男性。1フロアは女性で、マンションと同じく下のほうに男が住
んでいるという感じになると嬉しいです。部屋が別々で、部屋の中にお風呂とか
シャワー、トイレがありますか。
○厳　ありますね。
○ルッシー　そのような形なら大丈夫です。ヒジャブは自分の部屋を出るときは
必ずかぶらないといけませんが、自分の部屋にせめてトイレがありましたら、大
丈夫だと思います。
○厳　ありがとうございます。トゴス先生、モンゴルからの学生にはこのような
フロアに関する要求とか結構あったりするんですか。
○トゴス　それは特にないですね。大丈夫です。
○厳　ないですか。ベトナムは私も行ったことがあるので、おそらくないのかな
っていうふうに思うんですけれど、やっぱりこうやってイスラム教の、特に女子
学生にはある程度の配慮が必要だということを今日教えていただきました。先生
方、ありがとうございました。
○丸山　厳先生、ありがとうございます。今、厳先生から寮で手厚いサポートが
あるっていうお話をしていただいたんですけれども、先ほどちょっと途切れてし
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まったんですけど、ミビン先生からは、寮に入れるかどうかっていうのが大きな
鍵になるっていうようなことを言っていただきました。そこのところには、ミビ
ン先生のご発言の背景には、ネットワークの構築のところがあるのではないかと
思います。そこの部分も含めて、ちょっと池田先生から最後にコメントをいただ
けますでしょうか。
○池田　まず、寮に入れるかどうかということですけれども、入れるかどうかで
はなくて、今回、立教大学が考えている受け入れは、1年間寮に住んでいただか
なければいけませんというプログラムになっています。しっかりと大学の中、そ
れから日本の中、学部に着地をしていただくというために、1年間全ての生徒さ
んに寮で生活をしてもらうプログラムになっています。
　また、寮の中でのレジデントサポーターの役割についても、今回、先生方から
いただいたさまざまな視点を取り入れながら、プラスアルファで、ただそこで生
活をする生活の困りごとを解決するだけではなくて、もう一歩踏み込んだ形の学
びが寮の中で展開されるような形を構築していきたいというふうに思っています。
以上です。
○丸山　どうもありがとうございました。時間が大変押してきましたので一旦こ
こで全体討議終わりまして、閉会の辞に移りたいと思います。バトンを藤田先生
にお渡しいたします。皆様、ありがとうございました。
